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　平成19年７月に子育て支援課が新設され、保育
所・地域子育て支援・児童虐待など、住民の多様なニ
ーズに対応することとなりました。平成20年４月か
らは、保育所と幼稚園の担当窓口を一本化し、幼保
連携を進めることとなりました。
　粕屋町は、保育所待機児童が多く福岡県内でも上
位になっており、町の重要課題となっています。また、
保育所施設の老朽化が進んでおり、建て替え費用の
財源の確保が必要となっています。
　このような状況の中、本委員会を設置し、粕屋町の
保育所及び幼稚園などについて、柔軟かつ効率的な
施設運営を行うことにより、就学前児童及びその保
護者への保育・教育環境の向上を目指すことを目的
として今後の運営構想に関して具体的な提案をする
ため平成20年10月から平成21年10月まで8回にわ
たり審議しました。

幼稚園
○保育料について
　公立は、保育料が毎月5,000円、私立は30,000円前後
と格差があり、周辺の市町から公立幼稚園に入園するた
めに粕屋町に転入してくる世帯もある。また、公立幼稚
園の保育料は20年近く据え置かれているという現状が
明らかとなった。
○就園奨励費について
　保護者の経済的負担の軽減や公立・私立幼稚園間にお
ける保護者負担の格差を緩和するための制度である。粕
屋町は、国基準より低い基準額及び支給額のため、多く
の人が対象外となっている。
○経費
　一人当りの年間の経費は、公立238,220円に対して、
私立6,102円と大きな差がある。公立は経費に対して保
育料毎月5,000円と保護者負担が非常に少ない。残りの
経費は町税が投入されて運営されているということに
なる。私立幼稚園へ通う保護者にとっては不公平ではな
いかという意見があった。

保育所
○公立と私立の役割について
　町立でできないサービスを私立が補うなど、それぞれ
が保育サービスを担うことで役割は明確になる。（例え
ば、0歳児保育は私立、障がい児保育は町立など）
○補助金制度について
　公立保育所の場合、施設整備補助金は対象外となり、
運営費補助金は交付税措置となる。
　私立認可保育所の場合、施設整備補助金は補助基準額
の1/2が国から補助される。また、運営費補助金は、運営
費（年齢及び人数によって必要な経費が算出された額に
加え施設及び給与改善加算として４％～12％がさらに
加算）から保育料を差し引いた額の3/4が補助される。
　保育所補助金制度を十分理解し、受益者負担の視点に
立って、町民全体の負担とならないように公平に考えて
いく必要がある。

○民営化（民間委託）の検討について
　老朽化した施設の建て替えの際には、町の財政負担を
考え民営化を視野に入れなければいけない。そして、民
営化に対して、保育士が変わること、若い職員や臨時職
員が多くなること、どういう法人が引き受けるのかわか
らないことへの不安などの意見が出された。民営化を一
つの選択肢として検討していく必要がある。
○届出保育施設（認可外保育施設）の役割について
　届出保育施設と認可保育所との公的支援に格差が見
受けられる。届出保育施設は、待機児童の受け入れや一
時預かりなどの柔軟な保育を実施し認可保育所で補え
ない部分を担うなど重要な役割を果たしていることを
認識し、位置付けを明確にしていく必要がある。

地域子育て支援事業
○拠点事業について
　粕屋町では「センター型」と「ひろば型」が実施されてい
る。センター型は、私立認可保育所に併設された子育て支
援室において、保育士による専門的な支援が行われている。
　ひろば型は、駕輿丁公民館において、つどいの広場事業と
して実施されている。子育ての不安感を緩和することや子ど
もの健やかな育ちを促進するため、保育士と地域ボランティ
アが見守りを行っており、多くの親子が利用している。
○親子サロンについて
　公民館などを利用し親子サロンが開催されている。運
営は地域ボランティアが主体となり、月１回～4回程度
の活動をしている。

○粕屋町の特徴
　総人口数は、平成17年から増加傾向が続いてお
り、平成26年には約４万５千人と推計される。平成
17年から平成21年の総人口推移は108％であるの
に対して、就学前児童（０歳～５歳）は113％である。
年齢別に見ると、１歳、５歳、６歳、７歳が120％を超
えており、特に人口増加傾向がみられる。
　出生率は、平成11年以降福岡県内第１位であり、
平成16年は“17.2”、平成17年は“15.9”、平成18年
は“16.2”と高い数値で推移している。（平成18年福
岡県“9.0”全国“8.7”）
　また、合計特殊出生率についても全国、福岡県と
比較して非常に高くなっている。

就学前児童施設運営審議
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合計特殊出生率の推移

※合計特殊出生率・・・女性のある１年間の年齢別出産パターンを
一生の間のできごととみなした場合の平均子ども数で算出され
ます。この比率が2.08人を下回れば、親世代より子世代の数が少
なくなり、やがて総人口は減少へと向かいます。

　 国 　
福 岡 県
粕 屋 町
(5か年平均)
出 生 数

H14年度
1.32
1.29
1.77

544

H15年度
1.29
1.25
1.74

553

H16年度
1.29
1.25
1.92
1.79
644

H17年度
1.26
1.26
1.75

595

H18年度
1.32
1.30
1.79

618

③　考　察①　は　じ　め　に

②粕屋町の子どもの現状

粕屋町

国

県
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● ●

問
題
研
究
集
会

新
入
団
員
募
集

１月の行事予定

　

11
月
15
日
（
日
）、
秋
桜
会
館
に

て
問
題
研
究
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
、
粕
屋
町
青
年
団
の
日
ご
ろ
の

活
動
に
つ
い
て
の
問
題
点
な
ど
を
追

求
・
反
省
し
、
今
後
の
活
動
に
活
か

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
今
年

度
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
簡
単
な
楽
し
い
問
題
で
、

後
半
は
粕
屋
町
青
年
団
に
と
っ
て
重

要
な
問
題
を
挙
げ
、
現
状
又
は
今
後

の
青
年
団
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
し
、

各
団
員
に
と
っ

て
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し

た
。

婦人学級
11月６日・13日(金) 10:15～ かすやドーム  

　エアロ＆ステップ　ステップ台を使ったエ
アロです。足腰が鍛えられます。12月は休み
です。

消費者学級
11月12日(木) 13：30～ サンレイクかすや  

　「みんなで明日の粕屋町を考えましょう」
と題して役場企画課課長補佐　安川喜代昭
氏・企画課職員の皆さんから「粕屋町総合計
画（マスタープラン）」の説明を受け、ワー
クショップにより今後の粕屋町について話し
合いました。　26名参加

福岡県日赤紺綬会創立50周年記念総会
11月18日(水) 10：10～
　　　ウェルシティ小倉九州厚生年金会館

　昭和34年に全国に先駆けて結成された「赤
十字支援団体」が紺綬会で、日本赤十字社名
誉副総裁秋篠宮妃殿下紀子様のご臨席のもと
総会がつつがなく執り行われました。

更婦学級
11月16日(月) 13：00～ サンレイクかすや

　使用済みの
切手やカード
の整理をしま
した。

独り暮らし高齢者弁当作り
11月21日(土)　8：30～　健康センター

　本来は語ろう会を予定していましたが、新
型インフルエンザの影響を考慮し今回は配布
のみとなりました。

あいさつ運動
11月16日(月)　 7：50～　各小中学校  

政治学級　

婦人学級
　10：15～　かすやドーム
あいさつ運動
　7：50～　各小中学校

７日(木)

８日・22日(金)

15日(金)

　

粕
屋
町
青
年
団
は
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
粕
屋
町
に
在
住
の
18

歳
〜
24
歳
ま
で
の
方
（
男
女
問
わ

ず
）
な
ら
誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

町
行
事
の
ス
タ
ッ
フ
、
お
手
伝
い
を

し
て
町
に
貢
献
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
、

新
し
い
仲
間
の
輪
や
友
情
を
は
ぐ
く

む
、
元
気
な
若
者
の
と
て
も
楽
し
い

団
体
で
す
。
青
年
団
の
活
動
に
少
し

で
も
興
味
を
も
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
）

K
a
s
u
ya
s
e
in
e
n
@
ya
h
o
o
.c
o
.j

p

い



●問い合わせ　粕屋町環境課　☎938-2311　内線492・493

　 花の中でもバラは、高貴な花として多くの人に愛されています。
しかしながら、トゲもあり育てるのがやっかいだと考えられている
ようです。最近では品種も改良されて丈夫になり、初心者でも簡単
に育てることができるようになりました。日当たりがよく排水がよ
い場所が望ましいですが、庭に理想的な場所がなければ、鉢で育て
ることもできますので挑戦してみてください。

　新苗を植える時期は、根が休眠している12月～２月が最もよいとされています。どんな土壌でも育ちます
が、バラを植える場所は日照りが１日４～５時間以上あり、風通しがよいところがよく、排水をよくすること
が大切です。
　バラを植える際は、根を乾かしてはいけません。植えつける場合、植え込む土に腐葉土や牛フンなどの改
良材を混ぜることはよいですが、肥料を入れると枯れる原因となりますので注意してください。また、植え終
わったらたっぷりと水を与えてください。

　 春は５月上旬から美しく咲き
始め、秋は10月中旬から香り高
く咲きます。また、秋せん定は８
月末～９月初め、冬せん定は12
月～２月に行いましょう。

町花「バラ」を育ててみませんか

ハイブリットティーハイブリットティーハイブリットティー

苗の種類

苗の植え方

［路地植え］ ［鉢植え］

※春と秋に２度咲く大輪咲タイプ

オールドローズオールドローズオールドローズ
 ※古い系統、野生バラの改良タイプ

フロリバンダフロリバンダフロリバンダ
※春と秋に２度咲く中輪房咲タイプ

ツルバラツルバラツルバラ
※1.5～３ｍ位伸びるつる性タイプ

17

野バラ系のまっす
ぐに伸びた台木の
上部にツルバラを
接ぎ木して傘仕立
てとしたバラ
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部　

の　

紹　

介

舞
踊
部
門 

沙
弥
の
会

粕
屋
ち
ぎ
り
絵

月
18
日
（
水
）
〜
24
日
（
火
）
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
表
彰
式
は
、
11
月
22
日

（
日
）
同
所
で
、
衆
議
院
議
員
を
始
め

県
議
会
議
員
、
篠
﨑
町
長
ほ
か
各
町

の
町
長
・
議
会
議
長
な
ど
多
数
の
来

賓
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
、
盛
大

な
中
に
も
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
の
会
員
で
は
、
次
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●
糟
屋
地
区
文
化
連
合
会
賞

　
　

工
芸
・
彫
刻　

永
井
マ
リ
子

●
福
岡
県
美
術
協
会
賞

　
　

洋
画　

久
我
百
合
子

　
　

写
真　

吉
田　

秀
仁

●
糟
屋
地
区
市
長
協
議
会
賞

　
　

工
芸
・
彫
刻　

佐
藤
チ
ヨ
子

●
奨
励
賞

　
　

洋
画　

南　

俊
一
（
講
師
）

　
　

写
真　

中
山
喜
代
次

　
　

写
真　

渕
上　
　

徹

　

昨
年
の
４
月
19
日
（
日
）、
恒
例

の
芸
術
祭
舞
台
発
表
に
、
私
た
ち
沙

弥
の
会
も
出
演
い
た
し
ま
し
た
。
抽

選
で
、
思
い
が
け
ず
舞
台
の
締
め
く

く
り
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
先
生

の
振
り
付
け
で
、
端
唄
と
民
謡
の
踊

り
に
挑
戦
。
郡
舞
の
稽
古
に
慣
れ
て

い
な
い
私
た
ち
に
は
大
変
な
こ
と

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.216

で
、
決
し
て
妥
協
を
許
さ
れ
な
い
御

指
導
の
末
、
43
番
目
の
ト
リ
を
、
舞

台
の
上
の
数
分
を
無
と
な
っ
て
踊

り
、
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
不

思
議
な
持
ち
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
ま
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
多
く
の
方
々
の
拍
手
を
有
り
難
く

受
け
な
が
ら
、
藤
間
勘
工
門
派
の
流

儀
を
、
微
力
な
が
ら
得
た
い
と
思
う

仲
間
の
集
い
は
、
凜
と
し
た
中
に
も

和
や
か
な
、
楽
し
い
教
室
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
御
ひ
い
き
に
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
様
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
一
同

　

和
紙
の
多
種
多
様
な
漉
き
方
と
染

色
を
う
ま
く
利
用
し
、
絵
画
に
仕
上

げ
て
い
る
仲
間
の
集
ま
り
で
す
。

　

ち
ぎ
り
絵
に
魅
せ
ら
れ
て
早
10
年

ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
月
１
回
の
新

糟
屋
地
区
美
術
展
入
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

講　

師　

紹　

介

し
い
作
品
の
勉
強
（
習
作
）
で
気
持

は
い
つ
も
初
心
者
で
す
。

　

年
に
１
回
程
度
外
部
で
の
展
示
会

を
開
催
し
、
そ
の
た
め
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
づ
く
り
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時　

第
１
火
曜
日
（
月
１
回
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
講
師　

福
間
雅
世
先
生

●
問
い
合
わ
せ　

前
田

　

☎(

９
３
８)

２
３
９
２

　

粕
屋
書
道
会(

昼
、
夜)

講
師　

八

尋
太
源(

本
名
徳)

先
生
が
糟
屋
地
区

文
化
連
合
会
か
ら
功
労
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
経
歴

　

大
正
14
年
粕
屋
町
に
生
ま
れ
る
。

○
日
本
美
術
展
（
日
展
）
書
道
部
門

　

２
回
入
賞

○
福
岡
県
美
術
展　

特
選
２
回
を
含

む
13
回
の
入
賞
、
そ
の
他
多
く
の
美

術
展
な
ど
で
数
々
の
賞
を
受
賞
。

　

現
在
の
糟
屋
地
区
美
術
展
の
創
立

発
起
人
の
一
人
と
し
て
郡
展
の
設
立

に
奔
走
。

　

昭
和
47
年
第
１
回
糟
屋
地
区
美
術

展
開
催
か
ら
平
成
７
年
第
28
回
美
術

展
ま
で
運
営
委
員
（
実
行
委
員
）

　

平
成
８
年
か
ら
昨
年
ま
で
糟
屋
地

区
美
術
展
審
査
委
員
（
書
道
部
門
）

　

書
道
展
を
毎

年
、
新
年
展
、

七
夕
展
を
年
２

回
、
宇
美
八
幡

宮
横
の
宇
美
町

立
美
術
館
で
定

期
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

第
37
回
糟
屋
地
区
美
術
展
が
篠
栗

町
合
併
50
周
年
記
念
体
育
館
で
、
11

今後の主なスケジュール
総 会

芸 術 祭

会員登録

４月17日（土） 午前10時～

４月24日（土）～25日（日））

３月１日（月）まで

け
い
こ

す



測定項目

●日　時　２月７日(日) 受付　午前９時～午前９時30分
    開始　午前９時30分 （終了予定　正午）
●会　場　仲原小学校体育館
●対象者　20歳～64歳の粕屋町民

主催／粕屋町　主管／粕屋町体育指導委員会　問い合わせ／社会教育課 ☎ 938-1410

①握力
②上体起こし
③長座体前屈
④反復横とび
⑤立ち幅とび
⑥20ｍシャトルラン

健康で豊かな日常生活を送るためには、基本となる体力を知り、生活の改善を行うことが大切です。
本年度は、20歳から64歳の方を対象に実施いたします。この機会にぜひご参加ください。

★上靴をご持参のうえ（めがねが必要な方はご持参ください）、運動のできる服装でご参加ください。
★薬物治療を受けている方は、主治医の許可を得てご参加ください。
★新型インフルエンザの発生状況により中止となる場合があります。予めご了承ください。

血圧測定、健康チェック
後、軽い準備体操を行い
測定します。
　無理をせず、
　　マイペースで測定
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.70

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

節
分
大
祭
で
の

豆
ま
き
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
や

会
社
役
員
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る

「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
へ
の

ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

１
月
20
日(

水)

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約　

粕
屋
町
商
工
会

●
小
規
模
企
業
共
済
制
度
と
は
、

個
人
事
業
主
や
会
社
役
員
の
方

が
廃
業
や
退
職
さ
れ
た
場
合
の

「
経
営
者
退
職
金
制
度
」
と
い

え
る
も
の
で
す
。

●
運
営
機
関(

国
出
資
機
関)

　

独
立
行
政
法
人　

中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構

●
制
度
の
特
色

①
安
心
で
き
る
国
の
共
済
制
度

②
大
き
な
税
制
メ
リ
ッ
ト

③
掛
け
金
及
び
共
済
金
の
受
取
方

法
が
自
由
に
選
択
可
能

④
貸
与
制
度
の
充
実

　

粕
屋
町
商
工
会
で
は
、
粕
屋
町

の
活
性
化
の
一
助
と
し
て
、
駕
与

丁
公
園
に
隣
接
す
る
駕
輿
八
幡
宮

に
て
節
分
大
祭
を
行
い
ま
す
。
当

日
は
豆
ま
き
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
６
日(

土)

　

午
前
９
時
よ
り

●
場
所　

駕
輿
八
幡
宮(

粕
屋
町

駕
与
丁
三
丁
目
９)

●
内
容　

豆
ま
き
・
和
太
鼓
演

奏
・
演
舞
・
露
店
な
ど

　

第
３
回
粕
屋
町
商
工
節
分
大
祭

で
の
豆
ま
き
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
舞
台
の
上
か
ら
豆
を
ま
き
、

幸
多
き
年
を
祈
願
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
豆
ま
き
の
時
間　

午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で

　

１
時
間
お
き
に
合
計
５
回

●
募
集
定
員

　

大
人(

中
学
生
以
上)

30
名

　

子
ど
も(

小
学
生)

20
名

●
参
加
料

　

大
人　

５
０
０
０
円

　

子
ど
も　

１
０
０
０
円

●
申
込
み　

粕
屋
町
商
工
節
分
大

祭　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎(

９
３
８)

２
４
５
６

※

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す
。

第
３
回

　

粕
屋
町
商
工
節
分
大
祭

　
　
　
　
　
　

  

開
催
案
内
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一
定
規
模
以
上
の
防
火
対
象
物
の

防
火
管
理
者
は
、
常
に
最
新
の
知
識

と
技
能
を
得
て
い
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
知
識
と
技
能
を
も
と
に
防
火
安

全
対
策
、
人
命
安
全
対
策
な
ど
高
度

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
５
年
に

１
度
の
再
講
習
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
26
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
正
午
（※

午
前
８
時

30
分
か
ら
受
付
）

●
会
場　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部　

４
Ｆ　

研
修
室
（
糟
屋
郡

志
免
町
大
字
田
富
１
７
０
番
地
）

●
受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
）

●
受
付　

２
月
１
日
（
月
）
〜
２
月

19
日
（
金
）　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
土
、
日
祝
日
を
除

く
）

※

会
場
の
都
合
に
よ
り
60
名
に
な
り

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

←

No.109

パ
ス
テ
ル
画
に
挑
戦

忘
年
会
は
学
習
の
場

　

11
月
16
日(

月)

、
手
話
の
会
の

忘
年
会
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
15

名
と
ろ
う
あ
者
５
名
の
参
加
で
し

た
。
ろ
う
あ
者
に
は
バ
ラ
バ
ラ
に

座
っ
て
も
ら
い
、
料
理
の
材
料
の

手
話
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
家

族
や
仕
事
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

手
話
は
人
に
よ
っ
て
ク
セ
が
あ

っ
た
り
、
言
葉
と
同
じ
で
方
言
が

あ
っ
た
り
と
、
み
ん
な
同
じ
手
話

を
使
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
昔
の
手
話
だ
っ
た
り
速
く
手
話

さ
れ
る
と
な
か
な
か
読
み
取
れ
ず
、

何
度
も
聞
き
返
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

し
な
が
ら
重
ね
塗
り
を
し
て
色
を

出
し
ま
す
。
色
出
し
に
ち
ょ
っ
と

苦
労
し
ま
し
た
が
、
作
品
が
完
成

し
て
く
る
と
興
奮
の
歓
声
と
な
り

緊
張
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
で
き
ま
し

た
。
出
来
上
り
の
絵
に
色
落
ち
し

な
い
よ
う
に
ス
プ
レ
ー
を
か
け
額

に
入
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
作
品

に
し
て
は
、
出
来
上
り
も
良
く
皆

さ
ま
と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

七
色
の
会　

髙
本
信
代

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
初
心
者
向
け

の
「
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座
」
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

を
お
持
ち
の
方
。
現
在
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
。
活
動

の
幅
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
間　

２
月
28
日(

日)

・
３
月

７
日(

日)

・
３
月
14
日(

日)(

全

３
講
座)

　

※

全
３
講
座
と
も
受
講
で
き
る

方
●
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
講
師　

橋
本
佳
世
氏

●
受
講
料　

１,
０
０
０
円(

材
料

代
含
む)

●
定
員　

15
名

●
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

か
す

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎(

９
３
８)

８
８
３
５

ん
。
お
ま
け
に
お
酒
も
入
っ
て
い

る
の
で
な
お
さ
ら
で
す
。
そ
ん
な

時
で
も
ろ
う
あ
者
の
方
は
根
気
強

く
つ
き
あ
っ
て
く
れ
ま
す
。
普
段

の
定
例
会
も
勉
強
に
な
り
ま
す
が
、

交
流
会
は
普
段
以
上
に
ろ
う
あ
者

と
話
し
合
え
て
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
、
み
ん
な
笑
顔
で
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

粕
屋
町
手
話
の
会　

山
田
恭
子

　

「
ニ
ュ
ー
は
げ
み
会
」
は
10
月

定
例
会
で
パ
ス
テ
ル
画
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
で
い
つ

も
よ
り
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

橋
本
先
生
の
丁
寧
な
指
導
で
楽
し

く
製
作
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
初
の
作
品
は
、
縦
・
横
15
セ

ン
チ
の
画
用
紙
に
先
生
の
作
品
を

お
手
本
に
風
景
画
を
描
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
同
系
色
の
パ
ス
テ
ル
を
削

り
そ
れ
を
人
差
し
指
・
中
指
に
付

け
淡
色
を
下
に
濃
色
を
上
に
の
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

モ
ノ
作
り
セ
ミ
ナ
ー

「
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座
」の

ご
案
内
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し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

講
習
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
受
講
料
、
写

真
１
枚
及
び
修
了
証
（
防
火
管
理

者
資
格
証
）
を
添
え
て
粕
屋
南
部

消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
指
導

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

写
真
は
６
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ

た
正
面
、
無
帽
、
無
背
景
の
上
半

身
像
で
、
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
（
縦
３
㎝
・
横
２

.

５
㎝
）

※

申
込
用
紙
は
消
防
本
部
予
防
課
指

導
係
、
南
部
消
防
署
及
び
中
部
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。
）

※

申
込
み
の
際
、
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
写
真
が
貼
付

さ
れ
て
い
な
い
修
了
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ

ー
ト
な
ど
の
提
示
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
対
象
者　

集
会
場
・
店
舗
・
ホ
テ

ル
・
病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
建
物
（
特
定
防
火

対
象
物
）
の
う
ち
、
収
容
人
員
が

３
０
０
人
以
上
の
建
物
の
甲
種
防

火
管
理
者
が
受
講
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
南
部
消
防
組

合
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　

☎(

９
３
５)

６
３
８
９

←

11 

月 

の 

行 

事

１月の行事予定

■
11
月
定
例
理
事
会

11
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
10
月
21
日
糟
屋
郡
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
幹
部
研
修
会
（
須
恵
町
）

の
参
加
状
況
に
つ
い
て
。

▽
新
年
度
に
向
け
て
、「
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
日
誌
」「
老
人
ク
ラ

ブ
会
計
簿
」
の
準
備
に
つ
い
て

（
希
望
ク
ラ
ブ
は
12
月
定
例
理

事
会
ま
で
に
申
し
込
む
こ
と
）。

▽「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
粕
屋
警

察
署
係
官
か
ら
説
明
あ
り
（
特

に
夜
間
の
歩
行
時
の
服
装
を
中

心
に
し
て
）。

▽
11
月
29
日
第
31
回
人
権
問
題
研

究
集
会
（
会
場
：
志
免
町
）、
12

月
６
日
第
30
回
人
権
を
尊
重
す

　

る
町
民
の
集
い
（
会
場
：
サ
ン

レ
イ
ク
か
す
や
）
に
つ
い
て
。

■
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
福
岡

県
）

11
月
10
日
（
火
）
午
前
10
時

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　

後
藤
粕
屋
町
老
ク
連
会
長
、
井

手
女
性
部
長
（
長
戸
）、
国
崎
女
性

部
長
（
大
隈
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

■「
う
て
お
う
て
塾
」
全
国
に
紹
介

　

か
ね
て
か
ら
、

一
年
を
通
じ
て

活
発
に
活
動
を

続
け
て
い
る

「
長
者
原
上
長

寿
双
葉
会
」
の

活
動
が
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
機
関
紙

「
全
老
連
」（
２
０
０
９
年
11
号
）

で
、『
子
育
て
支
援
「
う
て
お
う
て

塾
」』
地
域
支
え
合
い
活
動
と
し
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

年
間
を
通
じ
て
の
活
動
の
ほ
か
、

「
う
て
お
う
て
塾
」
の
発
足
の
い
き

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
・
活
動

が
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
と
き
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
方
向
を
示
し
て
い
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
文
の
一

部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
『
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
平
成

14
年
度
に
小
学
校
が
週
休
５
日
制

と
な
り
、
町
役
場
福
祉
課
か
ら
、

「
高
齢
者
の
知
恵
と
経
験
を
地
域

子
育
て
支
援
の
教
材
と
し
、
高
齢

者
と
の
異
年
齢
交
流
事
業
を
行

う
」
と
い
う
取
り
組
み
の
相
談
が

あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
長
年
培
っ

た
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
経
験
を
踏
ま

え
て
推
進
し
よ
う
と
決
意
し
、
長

寿
双
葉
会
と
区
が
一
体
に
な
っ
て

推
進
す
る
こ
と
の
了
解
を
取
り
付

け
、
双
葉
会
の
活
動
計
画
に
追
加

し
ま
し
た
。
名
称
は
、
博
多
弁
で

「
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
」
と
言
う

意
味
の
「
う
て
お
う
て
」
か
ら
、「
う

て
お
う
て
塾
」
と
し
て
発
足
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。』
こ
の
あ
と
、

年
間
を
と
お
し
、
季
節
ご
と
に
身

近
な
行
事
を
組
み
、
以
後
７
年
間

続
け
て
い
る
活
動
が
説
明
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
終
り
に
は

次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
『
計
画
が
決
定
す
れ
ば
、
区
民

を
は
じ
め
会
員
の
方
々
は
楽
し
そ

う
に
積
極
的
に
参
加
し
、
次
の
計

画
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
お
母
さ
ん
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
も
多
く
な
り
、
通
学

路
や
街
角
な
ど
で
出
会
っ
た
時
に

は
、
あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
よ
う
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
塾
の
活

動
を
知
っ
た
九
州
電
力
か
ら
協
力

の
申
し
出
が
あ
り
、
バ
ス
を
提
供

い
た
だ
い
た
見
学
会
や
社
員
の

方
々
に
よ
る
出
前
授
業
を
実
施
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
７
年

余
り
、「
う
て
お
う
て
塾
」
の
行
事

が
、
子
ど
も
た
ち
そ
し
て
会
員
の

協
力
で
事
故
も
な
く
、
楽
し
く
行

え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
楽
し
く
安
全
な
企
画
を
作

り
、
会
員
は
も
と
よ
り
子
ど
も
た

ち
に
も
楽
し
い
夢
を
与
え
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。』

4日(月)

14日(木)

新年あいさつ
　役員、役場ほか

1月定例理事会

　10：00　粕屋町福祉センター

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
健
康
で
、

　
　
　
　
　
　
　

幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
健
康
で
、

　
　
　
　
　
　
　

幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
健
康
で
、

　
　
　
　
　
　
　

幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。
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か
す
や
歴
史
探
訪

か
す
や
歴
史
探
訪

【
第
19
話
】

【大隈石棺】

県
指
定
史
跡

大
隈
石
棺

　　

町
内
で
唯
一
の
県
指
定
史
跡
で
あ
る
大
隈

石
棺
（
別
名
平
塚
古
墳
）
が
、
上
大
隈
の
住

宅
地
の
片
隅
に
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
盛
ら
れ
て
い
た
土
は
取
り
除
か
れ
て
い

て
、
石
で
つ
く
ら
れ
た
巨
大
な
棺
だ
け
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
見
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
26
年
大
川
村

（
当
時
）
村
営
住
宅
建
設
工
事
中
の
出
来
事
で

し
た
。
整
地
の
た
め
盛
り
土
を
崩
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
巨
大
な
石
棺
が
現
れ
た
の
で
す
。

急
遽
、
当
時
福
岡
高
校
教
師
で
考
古
学
研
究

に
尽
力
さ
れ
て
い
た
森
貞
次
郎
氏
（
後
に
九

州
大
学
）
に
調
査
が
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
に
み
え
る
巨
大
な
石
は
石
棺
の
ふ
た

で
す
が
、
こ
れ
を
つ
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
す
で

に
動
か
さ
れ
て
い
た
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

石
棺
の
中
は
朱
で
赤
く
塗
ら
れ
、
底
に
た
ま
っ

て
い
た
朱
が
慎
重
に
取
り
除
か
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
石
棺
の
中
か
ら
は
管
玉
17
点
し
か

発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。調
査
後
、
ふ
た

石
は
元
に
戻
さ
れ
、
石
棺
は
現
在
ま
で
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
た
石
が
動
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、

本
来
は
石
棺
の
中
に
あ
る
べ
き
鏡
が
、
石
棺

の
外
で
破
片
と
し
て
出
土
し
た
こ
と
も
あ
り
、

す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
般
的
な
石
棺
が
小
さ
な

板
石
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
の
に
比
べ
、
厚

さ
30
㎝
、
長
さ
２
m
以
上
の
巨
石
が
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
埋
葬
さ
れ
た
人
物
の
権

力
の
大
き
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
重
要
性
か
ら
、
昭
和
30

年
に
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
研
究
で
は
、
大
隈
石
棺
は
弥
生
時

代
終
末
ご
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
大
隈
か
ら
江
辻
、
福
岡
市
東
区
蒲
田
、
久

山
町
に
か
け
て
の
一
帯
に
は
、
弥
生
時
代
の

集
落
跡
が
継
続
的
に
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
東
区
土
井
、

舞
松
原
か
ら
は
青
銅
器
生
産
に
使
わ
れ
た
鋳

型
も
出
土
し
て
い
て
、
奴
国
の
青
銅
器
生
産

工
房
が
春
日
市
周
辺
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
多
々
良
川
流
域
で
も
当
時
の

最
先
端
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
生
産
基
盤
を
も
と
に
発
展
し
、

弥
生
時
代
の
終
末
ご
ろ
に
登
場
し
た
盟
主
的

立
場
の
人
物
が
、
大
隈
石
棺
に
葬
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。<

つ
づ
く>

【
参
考
文
献
】

『
粕
屋
町
誌
』、
森
貞
次
郎
「
福
岡
県
粕
屋
町
上
大
隈

平
塚
古
墳
」『
九
州
考
古
学
11
・
12
』
１
９
６
１

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館

　

☎（
９
３
９
）
２
９
８
４　

文
責　

西
垣　

1400年以上前、古墳時代
と呼ばれるころ、土を盛り死

者を葬る墓、古墳がつくられました。
町内に存在した数70以上。しかし、
開発で消滅したものも少なくありま
せん。今に残る貴重な古墳を紹介し
ます。

大隈石棺位置図
常時見学可。駐車場なし。
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競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
名
業
者
登
録
）の
お
知
ら
せ

　

粕
屋
町
で
は
、平
成
22
年
度
及

び
平
成
23
年
度
有
効
分
の
競
争
入

札(

見
積
り
を
含
む)
参
加
資
格
審

査
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

ま
す
。

　

申
請
の
種
類
は
、「
建
設
工
事
関

係
」、「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
」、「
物
品
・
製
造
・
役
務
提
供

関
係
」の
３
種
類
で
す
。

　

ま
た
、「
小
規
模
工
事
等
関
係
事

業
者
」の
登
録
申
請
も
同
時
に
受

け
付
け
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る

個
人
・
法
人
の
方
は
所
定
の
書
類

を
作
成
し
、受
付
期
間
を
厳
守
の

う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。受
付

期
間
外
の
追
加
・
随
時
受
付
は
一

切
行
い
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
式　

今
回
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
請
を
原
則
と
し
て

受
け
付
け
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
な
ど
の

理
由
が
あ
る
場
合
は
郵
送
に
よ

る
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。対

面
に
よ
る
持
参
受
付
審
査
は
行

い
ま
せ
ん
。

　

※

た
だ
し「
小
規
模
工
事
等
関

係
事
業
者
」の
登
録
申
請
は
、持

参
に
よ
る
受
付
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
受
付
期
間　

２
月
１
日(

月)

か
ら

２
月
26
日(

金)

ま
で

　

た
だ
し
、郵
送
に
よ
る
申
請
は
、

修
正
な
ど
の
都
合
に
よ
り
２
月

22
日（
月
）ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
要
領
等
配
布
期
間　

１
月
４
日(

月)

か
ら
２
月
26
日(

金)

ま
で

●
受
付
・
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
役

場
財
政
課
管
財
係
☎(

９
３
８)

２

３
１
１
内
線
２
６
２

●
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ka
su
ya

.fu
ku
o
ka
.jp
/

粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
要
領
や

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。  

※

「
小
規
模
工
事
等
関
係
事
業
者
」

と
は
地
元
の
小
規
模
な
企
業
へ
の
発

注
の
機
会
を
広
げ
、地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、平
成
16
年
度
か

ら
新
た
に
登
録
制
度
を
導
入
し
た

も
の
で
、60
万
円
以
下
の
工
事
や
30

万
円
以
下
の
物
品
・
委
託
の
発
注
な

ど
を
行
う
小
規
模
の
事
業
者
を
い

い
ま
す
。登
録
申
請
は
、通
常
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
よ
り
も

提
出
書
類
を
簡
素
化
し
て
い
ま
す
。

障
が
い(

児)

者
の
福
祉
手
当
の

支
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

粕
屋
町
で
は
、障
が
い(

児)

者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、福
祉
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。こ
の
福
祉

手
当
は
、毎
年
度
11
月
中
に
申
請
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、ま

だ
、申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
３

月
31
日（
水
）ま
で
受
付
を
い
た
し
ま

す
の
で
、申
請
を
さ
れ
ま
す
よ
う
再

度
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※

た
だ
し
、平
成
21
年
12
月
１
日
現

在
で
粕
屋
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

な
お
か
つ
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る

方
が
対
象
で
す
。

●
対
象(

児)

者

①
生
活
保
護
世
帯
又
は
、所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
で
、一
級
か
ら
四
級
ま

で
に
該
当
す
る
方

②
生
活
保
護
世
帯
又
は
、所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
療
育
手
帳
所

持
者
で
、「
Ａ
」又
は「
Ｂ
」の
判
定

を
受
け
た
方

③
生
活
保
護
世
帯
又
は
、所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
方

●
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

　

３
月
31
日（
水
）ま
で

　

糟
屋
町
役
場
住
民
福
祉
課
障
害
者

福
祉
係
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
又

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

▼
申
請
者
の
印
鑑（
児
童
は
保
護
者
）、

代
理
申
請
の
場
合
は
、代
理
の
方

の
印
鑑
も
併
せ
て
必
要
で
す
。ま

た
、住
民
票
上
同
居
の
方
が
お
い

で
に
な
る
場
合
は
、税
情
報
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
同
意

書
に
押
印
が
必
要
で
す
の
で
、ご

家
族
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

▼
預
金
通
帳（
す
で
に
口
座
を
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。）

※

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
粕
屋

町
に
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

別
途
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の

で
申
請
に
お
越
し
に
な
る
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係

　

☎(

９
３
８)

２
３
１
１　

内
線
４

１
４
・
４
１
５

私
た
ち
に

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。(社)粕屋町シルバー人材センター

　

家
事
の
手
伝
い
、草
取
り
、植
木
の

せ
ん
定
・
消
毒
、掃
除
、大
工
仕
事
、子

育
て
支
援
、そ
の
ほ
か
軽
作
業
な
ど
。

　

受
付
は
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。

◎
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
に
お
住
ま
い
で
、60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
。

連
絡
先　

☎(

９
３
８)

３
３
０
０
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●
時
間　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
ご
ろ
ま
で

●
対
象
者　

第
一
子
が
平
成
21
年

８
月
か
ら
平
成
21
年
10
月
生
ま

れ
の
乳
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
で
、

全
日
程
参
加
で
き
る
人

●
定
員　

20
名
（
先
着
順
）　

※

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

●
申
込
み
方
法　

電
話
で
、
１
月

20
日
（
水
）
か
ら
粕
屋
町
健
康

セ
ン
タ
ー
（
粕
屋
町
国
保
健
康

課
健
康
推
進
係
）
に
て
受
付
☎

(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
５
２

４

※

教
室
参
加
の
間
、
必
要
な
人
は

お
子
様
の
保
育
を
い
た
し
ま
す
。

　

に
こ
に
こ
マ
マ
の
育
児
教
室
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
身
体
の
こ
と
を

学
ぶ
教
室
で
す
。
ほ
か
の
お
母
さ

ん
と
お
話
を
し
た
り
、
運
動
で
汗

を
流
し
た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

も
で
き
ま
す
よ
。

　

育
児
に
奮
闘
中
の
お
母
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
内
容

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

に
こ
に
こ
マ
マ
の
育
児
教
室

平成21年度 にこにこママの育児教室（第４期生）

※日程は変更になることがあります。ご了承ください。

法
律
と
暮
ら
し
の
無
料

相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉の
ご
協
力
に
よ
り
、今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、お
会
い
し
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、も
ち
ろ
ん
秘
密
が

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。電
話
に
よ
る
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
８
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４（
粕
屋
町
役
場
の
前
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６

　

川
口
學
ま
で

忘年会にクリスマス、お正月といつもよりおいしいものを食べすぎていませんか。

連休でいつもより体を動かす機会が減ると、いわゆる「正月太り」につながります。

食べすぎ・飲みすぎ・運動不足に気をつけて、家族みんなで明るく元気に新年をすごしましょう。

年末年始の食べ過ぎに注意しましょう。年末年始の食べ過ぎに注意しましょう。

235kcal

286kcal

347kcal

229kcal

日本酒

焼酎

ビール

黒豆（煮豆

だて巻き２切れ

180ml

60ml

350ml

50g

60ｇ

193kcal

88kcal

140kcal

100kcal

116kcal

丸もち

干し柿

柿ピー

さきいか

ポテトチップス

50ｇ

50ｇ

25ｇ

40ｇ

35ｇ

118kcal

137kcal

116kcal

112kcal

194kcal

大福もち

どら焼き

ショートケーキ

コーラ

100ｇ

100ｇ

100ｇ

500ml

体脂肪１kgを減らすには、7,000kcalのエネルギー消費が必要です。
（ウォーキングなら約３５時間にあたります）

だらだらと飲んだり食べたりせずに、こまめに体を動かしましょう。

〈カロリー参考表〉
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交通事故のない安全安心ふくおかスローガン

～安全安心、まちづくり粕屋町～
粕 屋 町 安 全 速 報粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町総務課生活防災係　☎(９３８)２３１１  内線２２５

　平成21年11月11日（水）、第25回「福岡県交通安
全県民大会」が、福岡市博多区の福岡国際会議場で
開催されました。
　この大会は、県民の交通安全に対する関心と理解
を深めて交通事故を防止するための「交通事故のな
い安全安心ふくおか」を目的に毎年開かれています。
　今回は、粕屋町から6人の方と1法人が九州管区
警察局長賞などを受賞されました。
　本年も地域やボランティア団体の方々と共に、事
件事故のない「安全安心のまちづくり」に取り組んで
いきましょう。

☆九州管区警察局長　九州交通安全協会長連名表彰

　・水町　佳之　・石橋　俊男　・高瀬　英夫
☆福岡県警察本部長　福岡県交通安全協会長連名表彰

　・野中　好夫　・㈱荏原由倉ハイドロテックス九州支店
☆全日本交通安全協会長表彰「緑十字銅賞」

　・案浦　　隆　・城　　信二

忘れまい　酒が奪った　幼い生命
「事故ゼロ」は　県民みんなの　合い言葉
事故０（ゼロ）の　願い未来へ　花開く

忘れまい　酒が奪った　幼い生命
「事故ゼロ」は　県民みんなの　合い言葉
事故０（ゼロ）の　願い未来へ　花開く

忘れまい　酒が奪った　幼い生命
「事故ゼロ」は　県民みんなの　合い言葉
事故０（ゼロ）の　願い未来へ　花開く

粕屋町から受賞された方々は、次のとおりです。（敬称略）

祝受賞祝受賞祝受賞

※このコーナーについての連絡・問い合わせは、YOSAKOI かすや祭り実行委員会まで  ☎938－2311 担当：中山

URL  http://www5f.biglobe.ne.jp/̃k4351/ 　　携帯電話用掲示板　http://8319.teacup.com/k4351/bbs

●テーマ　「YOSAKOIかすや祭り10周年」
●用紙サイズ　Ａ４判横（縦210mm×横297mm）
●応募締切り　２月26日(金)
●審査　かすや祭り10周年委員会内の審査会で選出します。最優秀
　　　　作品に選ばれた方には、賞状を差し上げます。
　　　　詳しい応募規定は、YOSAKOIかすや祭り実行委員会のホ
　　　　ームページに掲載しています。

日時　１月11日(月・祝）
　　　12：00～15：30（予定）
場所　かすやドーム
　　　メインアリーナ

毎年恒例
「2010新春初踊り」

　YOSAKOIかすや祭りは、本年で10周
年を迎えます。それを記念して、祭りの
ときに振る大きな旗を制作することにな
りました。その旗のデザインを募集いた
します。祭りを盛り上げる、元気がでる
旗のデザインをお待ちしています。

10周年を祝おう！
旗のデザイン募集
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(広告)

　

粕
屋
町
上
下
水
道
課
管
理
係

　

☎(

９
３
８)

２
３
１
１
、内
線
４
５

２
・
４
５
４
ま
で
、お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

平
成
22
年
度
の
粕
屋
町
下
水
道
排

水
設
備
責
任
技
術
者
の
新
規
登
録
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
者

①
申
請
書
受
付
時
点
で
有
効
な
、福

岡
県
内
他
市
町
村
の
、下
水
道
排

水
設
備
責
任
技
術
者
登
録
を
有
し

　

て
い
る
方

②
申
請
書
受
付
時
点
で
有
効
な
、日

本
下
水
道
協
会
福
岡
県
支
部
が
実

施
し
た
、福
岡
県
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
の
合
格

証
を
有
し
て
い
る
方

●
申
請
書
配
布

　

１
月
４
日(

月)

か
ら

●
受
付
期
間

　

２
月
１
日(

月)

か
ら
２
月
12
日

　

(

金)

ま
で

●
注
意
事
項

　

申
請
書
配
布
、受
付
の
い
ず
れ
も

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、粕
屋

町
役
場
上
下
水
道
課
窓
口
に
て
行

い
ま
す
。

　

な
お
、申
請
書
は
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い（
代
理
人
可
・
郵
送
不

可
）。

●
問
い
合
わ
せ

　

不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者

登
録
申
請
の
お
知
ら
せ

〔
俳
句
〕

落
葉
踏
む
ば
ら
ま
く
声
に
児
の
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

腕
を
組
む
胸
の
ぬ
く
も
り
冬
野
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

年
賀
状
重
荷
に
な
り
ぬ
卆
寿
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松　

時
子

軍
手
は
め
牡
蠣
剝
き
あ
げ
て
夕
餉
か

な　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

初
日
の
出
修
羅
場
に
強
き
老
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

ひ
っ
そ
り
と
白
さ
零
る
る
寒
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

須
恵
焼
の
白
き
器
に
秋
一
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

冬
の
鯉
太
鼓
の
ご
と
く
水
叩
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

料
亭
の
幟
は
た
め
く
草
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

肩
先
に
木
洩
日
や
さ
し
浅
き
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸

吟
行
の
径
に
見
つ
け
し
烏
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

照
紅
葉
物
語
あ
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

さ
さ
や
き
の
小
径
時
雨
る
る
岳
城
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

懐
か
し
き
も
の
み
な
遠
く
落
葉
焚

　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

流
れ
星
天
の
彼
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

冬
立
つ
と
思
え
ぬ
今
日
の
身
の
か
ろ

さ　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

年
二
回
便
り
を
乗
せ
て
紅
林
檎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

照
子

菱
売
り
や
声
の
近
づ
く
城
下
町

髙
木
喜
久
代

地
鎮
祭
畑
が
消
え
ゆ
く
暮
れ
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し

木
洩
れ
日
や
彩
あ
ざ
や
か
に
石
蕗
の

花　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ

再
会
を
約
し
別
れ
た
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉

秋
時
雨
便
り
書
く
手
に
茶
一
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

神
無
月
残
夢
の
中
の
母
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

夕
日
差
す
野
山
の
錦
急
ぐ
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

宵
の
秋
い
と
し
き
人
を
思
い
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

新
蕎
麦
や
店
主
相
手
に
酒
々
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

師
と
出
会
ふ
医
大
の
庭
の
露
の
句
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

次
の
世
は
自
立
せ
し
妻
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子

〔
川
柳
〕

も
し
も
あ
の
虹
で
世
間
が
渡
れ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
み
ど
り

羽
あ
れ
ば
飛
び
た
い
青
い
青
い
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

一
億
円
当
た
る
と
多
分
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

閻
魔
な
ら
地
獄
に
落
す
人
が
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

榮
市

足
音
で
誰
か
が　

る
子
沢
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道

鬼
瓦
匠
の
技
が
見
栄
を
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

苔
む
し
た
旧
家
に
凛
と
鬼
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

山
陰
の
茶
色
の
瓦
郷
土
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子

行
間
に
古
都
の
香
り
の
旅
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き

家
守
る
母
に
は
重
い
鬼
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛

寂
聴
庵
心
の
ト
ゲ
を
抜
い
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の

帰
国
子
女
ま
だ
な
じ
め
な
い
母
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

よ
ろ
し
い
で
す
か
グ
ラ
ス
片
手
に
席

移
る　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

食
事
会
珍
味
揃
え
ば
移
り
箸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志

爆
音
の
痛
み
に
願
う
基
地
移
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き

二
次
会
は
隣
の
ビ
ル
に
移
る
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子

夕
焼
け
に
余
韻
を
残
す
古
都
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫

〔
短
歌
〕

〝
白
い
雲
〞
土
手
に
立
た
づ
み
空
を

見
る
四
季
の
移
り
を
指
折
数
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

電
線
に
は
ぐ
れ
カ
ラ
ス
の
秋
の
暮
れ

淋
し
き
声
で
カ
ー
と
啼
き
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

む
ね

お
も
に

そ
つ
じ
ゅ

り
ん
ご

い
ろ

さ 

さ
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御
　

礼

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

　

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
上

井
上　

義
寛

井
上
ア
キ
子

85

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若　

宮

西
村　

福
治

西
村
美
佐
子

72

新型インフルエンザの感染拡大は 一人一人が防ぐ！
感染を予防するために

こまめな手洗い・うがい
を徹底しましょう

こまめな手洗い・うがい
を徹底しましょう

こまめな手洗い・うがい
を徹底しましょう

こまめな手洗い・うがい
を徹底しましょう

咳エチケットを
守ってください

咳エチケットを
守ってください

咳エチケットを
守ってください

咳エチケットを
守ってください

症状がある場合は
外出自粛をしてください
症状がある場合は
外出自粛をしてください
症状がある場合は
外出自粛をしてください
症状がある場合は
外出自粛をしてください

　今年度、職場などの健診でLDLコレステロールが高めだった方を対象に下記の教室を開催します。対

象は、健診結果でLDLコレステロールが140以上、男性45歳、女性55歳以上の方です。（それ以外の方

は、お申し込みの際にお尋ねください）

　LDLコレステロール（悪玉）が高くても自覚症状は何もありませんが、放置しておくと血管がつまり

やすくなり、心筋梗塞や脳卒中をおこす危険もあります。LDL（悪玉）が高いとどうなるのか…など

一緒に勉強してみませんか。

～生活習慣 病予防教室のお知らせ～～生活習慣 病予防教室のお知らせ～～生活習慣 病予防教室のお知らせ～
LDLコレステロールさようなら教室LDLコレステロールさようなら教室LDLコレステロールさようなら教室

　　★健診結果表を必ずご持参ください。
●申込み期限　1月20日（水）

●申込み・問い合わせ　粕屋町国保健康課健康推進係(粕屋町健康センター内)　☎938-2311（内線525・526）

日　　　時 内　　　容 詳　　　細

LDLコレステロール（悪玉）って何？

私はどのくらい高いのだろう。

何を食べたらいいの？

２月２日（火）

午前9時30分～午前11時30分

保健師

グループワーク

1 月 の 税 金
町・県民税　　　第4期
国民健康保険税　第9期

納め忘れていませんか

国民健康保険税 第8期12月の
税　金

町の人口 11月末現在

10月末現在町内の交通事故発生状況

人　口　

21年

20年

19年

男 女 世帯数

41,904

40,856

39,810

20,784

20,356

19,850

21,120

20,500

19,960

16,725

16,288

15,730

　445件

＋23件

0人

±0人

584人

＋30人

発　生
件　数 死 者 数

21　年

前年対比

発生
区分

負傷者数
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

1月の行事予定表1月の行事予定表1月の行事予定表

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 手作りおもちゃ
消防団　消防出初式 9:00～　　　 粕屋中央小学校 
成人式 11:30～　　　 サンレイクかすや 10:30 ～受付開始
赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 リズムあそび
ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成21年3月生まれの児
おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 ミニコンサート
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 お正月あそび
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成18年12月生まれの児
健康相談 9:00～12:00 役場玄関ﾎｰﾙ 
パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備）
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成19年9月生まれの児
子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 お正月あそび
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 うた・手あそび
ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 わらべうたあそび
パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について
第22回新春駅伝大会 9：20スタート 駕与丁公園   
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 共同製作（冬）
4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成21年9月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成20年6月生まれの児
日曜パパママ学級 10:00～12:00 健康センター 対象者の方には通知いたします

12　(火)

13　(水)

15　(金)

18　(月)

20　(水)

21　(木)

24　(日)

25　(月)

27　(水)

31　(日)

5　(火)

6　(水)

10　(日)

14　(木)

19　(火)

28　(木)

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ﾎｰﾙ 
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 まめまき
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 まめまき
30代メタボ健診 8:30～11:00 健康センター 対象者の方には通知いたします

2月上旬の行事予定表旬の行事予定表2月上旬の行事予定表2月上旬の行事予定表

※三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。

2　(火)

3　(水)

7　(日)

1　(月)

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱




